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　　　めた物資、資材の調達計画及び人材の広域応援等に関する計画を活用しつつ、可能な限り、迅速かつ円滑に実施する。

　　オ　住民に対し、新たなむらづくりの展望、計画決定までの手続き、スケジュール、被災者サイドでの種々の選択肢、施策情報の提供等を行い、住民が主役となるむらづくりを行う。

　　カ　女性・高齢者・障害者等の意見が反映されるよう、環境整備に努める。

　(３)　村は、県と連携して、建築物等の解体等による石綿の飛散を防止するため、事業者等に対し、適切に解体等を行うよう指導・助言する。

　〔住　民〕

　　再度災害防止、より安全で快適なむらづくりは、自分たちはもちろん、子供たちをはじめとする将来のためのむらづくりでもあることを認識し、防災むらづくりへの理解と協力に努める。
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　災害復旧についての資金の需要を迅速に把握し、適切にして効果的な資金の融通調達を行うための必要な措置を講ずる。

１　資金計画（総）

　　村が災害復旧事業を行う場合においては、国、県の負担金（補助金）のほか、増大した臨時的必要経費の財源措置として、次の制度を活用し、資金の調達に努める。

　(１)　地方債

　　　歳入欠かん債、災害対策事業債、災害復旧事業債

　(２)　地方交付税

　　　普通交付税の繰上交付、特別交付税

　(３)　一時借入金

　　　災害応急融資

２　村の資金計画に対する関東財務局長野財務事務所の措置

　　関東財務局長野財務事務所は、市町村等の緊急な資金需要に応ずるため、関係自治体と緊密に連絡をとり必要資金量を調査し、応急資金の貸付けを行うことになっている。
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